
(57)【要約】

本発明は、飲料容器（１２；１４）のためのホルダ（１

０）に関する。本発明は、挿入開口（２６）を有する保

持部材（２４）を備えたホルダ（１０）を形成し、前記

保持部材（２４）が、平行四辺形案内部（２８）によっ

て側部の支持部（２２）で案内されるようにすることを

提案する。これにより、内径（ｄ）が、挿入された飲料

容器（１２；１４）の直径に適合する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
飲 料 容 器 の た め の ホ ル ダ で あ っ て 、 ベ ー ス 部 材 が 設 け ら れ て お り 、 該 ベ ー ス 部 材 に 、 ホ ル
ダ に 挿 入 し た い 飲 料 容 器 が 載 置 可 能 に な っ て お り 、 か つ 保 持 部 材 が 設 け ら れ て お り 、 該 保
持 部 材 が 、 ホ ル ダ に 挿 入 さ れ た 飲 料 容 器 を 周 面 箇 所 で 支 持 す る よ う に な っ て い る 形 式 の も
の に お い て 、 ベ ー ス 部 材 （ １ ６ ） が 、 支 持 部 （ ２ ２ ） を 有 し て お り 、 該 支 持 部 （ ２ ２ ） が
、 ホ ル ダ （ １ ０ ） に 挿 入 さ れ た 飲 料 容 器 （ １ ２ ； １ ４ ） に 関 連 し て 、 保 持 部 材 （ ２ ４ ） に
向 か い 合 っ て 配 置 さ れ て お り 、 ホ ル ダ （ １ ０ ） が 、 案 内 部 （ ２ ８ ） を 有 し て お り 、 該 案 内
部 （ ２ ８ ） に よ っ て 、 保 持 部 材 （ ２ ４ ） が 、 ベ ー ス 部 材 （ １ ６ ） と 支 持 部 （ ２ ２ ） と に 関
連 し て 可 動 に 案 内 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 保 持 部 材 （ ２ ４ ） と 支 持 部 （ ２ ２ ） と の 間 の
内 径 （ ｄ ） が 変 更 可 能 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 飲 料 容 器 の た め の ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ２ 】
保 持 部 材 （ ２ ４ ） が 、 飲 料 容 器 （ １ ２ ； １ ４ ） の た め の 挿 入 開 口 （ ２ ６ ） を 有 し て お り 、
保 持 部 材 （ ２ ４ ） が 、 次 の よ う に 案 内 さ れ て い る 、 す な わ ち 、 該 保 持 部 材 （ ２ ４ ） の １ つ
の 位 置 で は 、 支 持 部 （ ２ ２ ） が 挿 入 開 口 （ ２ ６ ） の 内 部 に 位 置 し 、 保 持 部 材 （ ２ ４ ） の 別
の 位 置 で は 、 挿 入 開 口 （ ２ ６ ） が 、 支 持 部 （ ２ ２ ） と ほ ぼ 一 直 線 に 並 ん で い る 、 請 求 項 １
記 載 の ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ３ 】
案 内 部 （ ２ ８ ） が 、 平 行 四 辺 形 案 内 部 と し て 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ４ 】
ホ ル ダ （ １ ０ ） が 、 ば ね エ レ メ ン ト （ ３ ２ ） を 有 し て お り 、 該 ば ね エ レ メ ン ト （ ３ ２ ） が
、 保 持 部 材 （ ２ ４ ） を 、 該 保 持 部 材 （ ２ ４ ） と 支 持 部 （ ２ ２ ） と の 間 の 内 径 （ ｄ ） の 収 縮
を 考 慮 し て 負 荷 す る よ う に な っ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の ホ ル ダ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 部 に 記 載 の 特 徴 を 備 え た 、 飲 料 容 器 の た め の ホ ル ダ に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ の ホ ル ダ は 、 自 動 車 又 は そ の 他 の 移 動 手 段 に 取 り 付 け る た め の も の で あ る 。 飲 料 容 器 と
は 、 飲 料 缶 、 グ ラ ス 、 カ ッ プ な ど で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な ホ ル ダ は 、 種 々 異 な る 多 数 の 実 施 形 式 で そ れ 自 体 公 知 に な っ て い る 。 こ れ ら の
ホ ル ダ は 、 一 般 に ベ ー ス 部 材 又 は そ の 他 の 載 置 面 又 は 底 支 持 部 を も 有 し て お り 、 こ れ ら の
部 材 に 、 ホ ル ダ に 挿 入 し た い 飲 料 容 器 が 載 置 可 能 に な っ て お り 、 さ ら に 保 持 部 材 を 有 し て
お り 、 こ の 保 持 部 材 は 、 ホ ル ダ に 挿 入 さ れ た 飲 料 容 器 を 周 面 で 側 部 方 向 に 支 持 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 本 発 明 の 課 題 は 、 簡 単 な 直 径 適 合 を 可 能 に す る 、 飲 料 容 器 の た め の ホ ル ダ を 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 こ の 課 題 は 請 求 項 １ の 特 徴 部 に よ り 解 決 さ れ る 。 本 発 明 に よ る ホ ル ダ の
ベ ー ス 部 材 は 、 支 持 部 を 有 し て お り 、 こ の 支 持 部 は 、 ホ ル ダ に 挿 入 さ れ た 飲 料 容 器 を 、 保
持 部 材 に 対 し て 周 面 で 支 持 す る 。 ホ ル ダ に 挿 入 さ れ た 飲 料 容 器 は 、 周 面 で 支 持 部 と 保 持 部
材 と に よ っ て 傾 倒 に 抗 し て 保 持 さ れ る 。 さ ら に 、 本 発 明 に よ る ホ ル ダ は 案 内 部 を 有 し て お
り 、 こ の 案 内 部 に よ っ て 、 保 持 部 材 は ベ ー ス 部 材 で 可 動 に 案 内 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、
保 持 部 材 と 支 持 部 と の 間 の 中 間 室 （ 内 径 ） の 大 き さ が 変 更 可 能 に な っ て い る 。 こ れ に よ り
、 簡 単 な 形 式 で 、 挿 入 し た い 飲 料 容 器 の 直 径 に ホ ル ダ を 適 合 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 本
発 明 は 、 広 範 な 直 径 適 合 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
基 本 的 に は 、 保 持 部 材 は 、 ホ ル ダ に 挿 入 さ れ た 飲 料 容 器 を 、 支 持 部 に 向 か い 合 う 周 面 箇 所
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又 は 周 面 区 分 で 支 持 す れ ば 十 分 で あ る 。 本 発 明 の １ 構 成 で は 、 保 持 部 材 に は 挿 入 開 口 が 形
成 さ れ て お り 、 こ の 挿 入 開 口 は 、 挿 入 さ れ た 飲 料 容 器 を 部 分 的 又 は 全 体 的 に 把 持 す る 。 案
内 部 に よ っ て 、 保 持 部 材 は ベ ー ス 部 材 で 可 動 に 案 内 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 保 持 部 材 の
１ つ の 位 置 で は 、 上 方 か ら 見 て 、 支 持 部 は 挿 入 開 口 の 内 部 に 位 置 し て お り 、 保 持 部 材 の 別
の 位 置 で は 、 挿 入 開 口 が 支 持 部 と ほ ぼ 一 直 線 に 並 ん で い る 。 後 者 は 、 挿 入 開 口 の 周 面 区 分
が 、 上 か ら 見 る と 支 持 部 と ほ ぼ 一 致 し て い る こ と を 意 味 す る 。 本 発 明 の こ の 構 成 で は 、 保
持 部 材 の 運 動 に よ り 、 支 持 部 と 挿 入 開 口 と の 間 の 内 径 を 変 更 す る こ と が で き る よ う に な っ
て お り 、 こ れ に よ り 、 ホ ル ダ は 挿 入 し た い 飲 料 容 器 の 直 径 に 適 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ベ ー ス 部 材 に お け る 保 持 部 材 の 案 内 と し て は 、 例 え ば 摺 動 案 内 が 用 い ら れ る 。 本 発 明 の １
構 成 で は 、 保 持 部 材 と ベ ー ス 部 材 と の 間 に 平 行 四 辺 形 案 内 部 が 設 け ら れ る 。 こ の 平 行 四 辺
形 案 内 部 は 構 成 が 単 純 で あ り 、 か つ 機 能 安 定 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の １ 構 成 で は 、 ば ね エ レ メ ン ト が 設 け ら れ て お り 、 こ の ば ね エ レ メ ン ト は 、 保 持 部
材 を 、 こ の 保 持 部 材 と 支 持 部 と の 間 の よ り 小 さ く な る 中 間 室 を 考 慮 し て 負 荷 す る 。 ば ね エ
レ メ ン ト は 、 挿 入 さ れ た 飲 料 容 器 の 直 径 に 、 本 発 明 に よ る ホ ル ダ を 自 動 的 に 適 合 さ せ る こ
と を 可 能 に す る 。 大 き い 直 径 を 備 え た 飲 料 容 器 を 挿 入 す る た め に は 、 保 持 部 材 は 、 こ の 保
持 部 材 と 支 持 部 と の 間 の 中 間 室 が 飲 料 容 器 を 挿 入 す る た め に 十 分 と な る ま で 、 飲 料 容 器 に
よ っ て ば ね エ レ メ ン ト の 力 に 抗 し て 運 動 せ し め ら れ る 。 飲 料 容 器 は ホ ル ダ に 挿 入 さ れ 、 ば
ね エ レ メ ン ト は 、 保 持 部 材 を 介 し て 、 挿 入 さ れ た 飲 料 容 器 を 支 持 部 に 対 し て 押 圧 し 、 こ れ
に よ り 、 飲 料 容 器 は 傾 倒 に 抗 し て 保 持 さ れ て い る 。 本 発 明 の こ の よ う な 構 成 は 、 片 手 操 作
の 利 点 を 有 し て い る 。 直 径 適 合 は 、 片 手 で 把 持 さ れ た 飲 料 容 器 に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
次 に 図 示 の 実 施 例 に つ き 本 発 明 を 詳 し く 説 明 す る 。 両 図 面 は 、 本 発 明 に よ る ホ ル ダ の 種 々
異 な る 位 置 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。 図 面 は 概 略 的 に 簡 易 化 し て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ に 示 し た 本 発 明 に よ る ホ ル ダ １ ０ は 、 自 動 車 に 取 り 付 け る た め の も の で あ る 。 こ の ホ
ル ダ １ ０ は 、 飲 料 容 器 、 例 え ば 缶 １ ２ 又 は グ ラ ス １ ４ を 挿 入 す る た め に 設 け ら れ て い る 。
ホ ル ダ １ ０ は ベ ー ス プ レ ー ト １ ８ を 備 え た ベ ー ス 部 材 １ ６ を 有 し て お り 、 こ の ベ ー ス プ レ
ー ト １ ８ は 、 飲 料 容 器 １ ２ ， １ ４ の た め の 載 置 面 を 形 成 し て い る 。 ベ ー ス プ レ ー ト １ ８ か
ら は 、 角 材 状 の 部 材 ２ ０ が 上 方 向 に 突 出 し て お り 、 こ の 部 材 ２ ０ は 、 平 面 図 で 見 て ベ ー ス
プ レ ー ト １ ８ の ほ ぼ 半 分 を 占 め て い る 。 前 記 角 材 状 の 部 材 ２ ０ の 、 側 部 に 突 出 し た ベ ー ス
プ レ ー ト １ ８ 範 囲 に 向 け ら れ た 側 面 は 、 凹 面 状 に 成 形 さ れ て お り 、 支 持 部 ２ ２ を 形 成 し て
い る 。 こ の 支 持 部 ２ ２ は 、 ホ ル ダ １ ０ に 挿 入 さ れ た 飲 料 容 器 １ ２ ， １ ４ を 周 面 側 部 で 支 持
す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ベ ー ス 部 材 １ ６ の 上 方 に 、 ホ ル ダ １ ０ は 保 持 部 材 ２ ４ を 有 し て い る 。 こ の 保 持 部 材 ２ ４ は
、 上 方 か ら 見 る と 、 円 形 の 開 口 を 備 え た 長 方 形 の フ レ ー ム の 形 状 を 有 し て お り 、 こ の 開 口
は 、 飲 料 の た め の 挿 入 開 口 １ ２ ， １ ４ を 形 成 し て い る 。 保 持 部 材 ２ ４ は 、 全 部 で ４ つ の 旋
回 レ バ ー ２ ８ に よ っ て 、 ベ ー ス 部 材 １ ６ で 可 動 に 案 内 さ れ て い る 。 角 材 状 の 部 材 ２ ０ の そ
れ ぞ れ の 側 部 に は 、 ２ つ の 旋 回 レ バ ー ２ ８ が 配 置 さ れ て お り 、 こ れ ら の 旋 回 レ バ ー ２ ８ は
、 旋 回 ピ ン 結 合 部 ３ ０ を 介 し て 、 ベ ー ス 部 材 １ ６ と 保 持 部 材 ２ ４ と に 結 合 さ れ て い る 。 旋
回 レ バ ー ２ ８ は 平 行 四 辺 形 案 内 部 を 形 成 し て お り 、 こ の 平 行 四 辺 形 案 内 に よ っ て 、 保 持 部
材 ２ ４ は ベ ー ス 部 材 １ ６ で 可 動 に 案 内 さ れ て い る 。 旋 回 レ バ ー ２ ８ に よ る 平 行 四 辺 形 案 内
に よ り 、 保 持 部 材 ２ ４ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 両 位 置 の 間 を 往 復 運 動 す る こ と が で き る
。 図 １ に 示 し た 位 置 で は 、 上 方 か ら 見 る と 、 支 持 部 ２ ２ は 保 持 部 材 ２ ４ の 挿 入 開 口 ２ ６ の
内 部 に 位 置 し て お り 、 こ れ に よ り 、 内 径 ｄ を 収 縮 さ せ る 。 内 径 ｄ は 、 上 方 か ら ホ ル ダ １ ０
を 見 る と 、 支 持 部 ２ ２ と 、 挿 入 開 口 ２ ６ の 向 か い 合 う 周 面 区 分 と の 間 の 間 隔 又 は 中 間 室 で
あ る 。 図 ２ で は 、 支 持 部 ２ ２ は 挿 入 開 口 ２ ６ と ほ ぼ 一 直 線 に 並 ん で お り 、 支 持 部 ２ ２ と 、
挿 入 開 口 ２ ６ の 向 か い 合 う 周 面 区 分 と の 間 の 内 径 ｄ は 、 図 １ の 場 合 よ り も 大 き く な っ て お
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り 、 挿 入 開 口 ２ ６ の 直 径 に 対 応 し て い る 。 ホ ル ダ １ ０ は 、 こ れ に よ り 、 種 々 異 な る 直 径 を
備 え た 飲 料 容 器 １ ２ ， １ ４ に 適 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
旋 回 レ バ ー ２ ８ の １ つ に は 、 旋 回 ば ね ３ ２ が 係 合 す る 。 こ の 旋 回 ば ね ３ ２ は 支 持 プ レ ー ト
１ ８ で 支 持 さ れ て い る 。 脚 ば ね ３ ２ は ば ね エ レ メ ン ト を 形 成 し て お り 、 こ の ば ね エ レ メ ン
ト は 、 旋 回 レ バ ー ２ ８ を 介 し て 、 保 持 部 材 ２ ４ を 、 よ り 小 さ く な る 内 径 ｄ を 考 慮 し て 負 荷
す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ベ ー ス 部 材 １ ６ の 側 部 に は 、 フ ラ ッ プ カ バ ー ３ ４ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の フ ラ ッ プ カ
バ ー ３ ４ に よ っ て 、 ホ ル ダ １ ０ は 不 使 用 時 に カ バ ー 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
小 さ い 飲 料 容 器 、 例 え ば 図 １ に 示 し た 飲 料 缶 １ ２ を 保 持 す る た め に は 、 こ の 飲 料 容 器 １ ２
は 、 フ ラ ッ プ カ バ ー ３ ４ の 開 放 時 に 上 方 か ら 保 持 部 材 ２ ４ の 挿 入 開 口 ２ ６ 及 び ベ ー ス プ レ
ー ト １ ８ に 載 置 さ れ る 。 飲 料 缶 １ ２ は 、 支 持 部 ２ ２ と 、 挿 入 開 口 ２ ６ の 向 か い 合 う 周 面 区
分 と に よ っ て 、 周 面 側 部 で 傾 倒 に 抗 し て 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
直 径 の よ り 大 き い 飲 料 容 器 、 例 え ば 図 ２ に 示 し た 飲 料 グ ラ ス １ ４ は 、 ホ ル ダ １ ０ に 挿 入 す
る た め に 、 図 １ に 破 線 で 示 し た よ う に 、 保 持 部 材 ２ ４ の 挿 入 開 口 ２ ６ に 沈 降 せ し め ら れ る
。 グ ラ ス １ ４ を 側 方 へ （ 図 面 で 見 て 右 側 へ ） 運 動 さ せ る こ と に よ り 、 挿 入 開 口 ２ ６ に 挿 入
さ れ た グ ラ ス １ ４ に よ っ て 、 保 持 部 材 ２ ４ は 、 グ ラ ス １ ４ が 完 全 に 角 材 状 の 部 材 ２ ０ の 隣
に 位 置 す る よ う に な る ま で 、 脚 ば ね ３ ２ の 力 に 抗 し て 側 方 へ 運 動 せ し め ら れ る 。 前 記 部 材
２ ０ の 凹 状 の 側 面 は 支 持 部 ２ ２ を 形 成 し て い る 。 次 い で グ ラ ス １ ４ は 載 置 面 を 形 成 す る ベ
ー ス プ レ ー ト １ ８ に 載 置 さ れ る ま で 、 さ ら に 沈 降 せ し め ら れ る 。 こ の 位 置 は 図 ２ に 示 さ れ
て い る 。 脚 ば ね ３ ２ は 、 保 持 部 材 ２ ４ の 、 支 持 部 ２ ２ に 向 か い 合 う 挿 入 開 口 ２ ６ 周 面 範 囲
を 、 側 部 か ら グ ラ ス １ ４ に 対 し て 押 圧 し 、 か つ グ ラ ス １ ４ を 支 持 部 ２ ２ に 対 し て 押 圧 す る
。 挿 入 さ れ た グ ラ ス １ ４ は 、 脚 ば ね ３ ２ に よ る 保 持 部 材 ２ ４ の さ ら な る 摺 動 を 阻 止 す る 。
ホ ル ダ １ ０ は 、 こ れ に よ り 、 挿 入 さ れ た 飲 料 容 器 １ ４ の 直 径 に 自 動 的 に 適 合 す る 。 よ り 大
き い 直 径 を 備 え た 飲 料 容 器 、 例 え ば グ ラ ス １ ４ の 挿 入 時 に も 、 上 に 述 べ た よ う に 、 飲 料 容
器 が 保 持 さ れ る だ け で よ く 、 こ の た め に は 片 手 で 十 分 で あ る 。 第 ２ の 手 は 必 要 な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 、 自 動 車 に 取 り 付 け る た め の ホ ル ダ の 横 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 、 自 動 車 に 取 り 付 け る た め の ホ ル ダ の 横 断 面 図 で あ る 。
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